
長島の魚を知る
　５月31日、平尾小学校３年生の児童たち 13人は、町
内の漁業関連施設を見学。長島の魚について学びました。

（関連記事＝Ｐ 13）



田
尻
小
学
校
の
土
地
売
却
な
ど
７
議
案
を
可
決

第
７
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
閉
幕

長島町
議会
臨時会

　

平
成
29
年
第
2
回
長
島
町
議
会
臨

時
会
が
５
月
26
日
に
開
か
れ
、
平
成

29
年
度
長
島
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
１
１
１
万
４
千
円
減
額
）
や
町
有

財
産
の
処
分
、
町
有
建
物
の
無
償
譲

渡
な
ど
計
７
議
案
が
上
程
・
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
平
成
28
年
度
長
島
町

一
般
会
計
な
ど
６
会
計
の
補
正
予
算

お
よ
び
地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴

う
長
島
町
税
条
例
の
改
正
な
ど
の
専

決
処
分
を
報
告
し
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

旧
田
尻
小
学
校
の
土
地
売
却
・

施
設
の
無
償
譲
渡
を
可
決

　

学
校
の
統
合
再
編
に
伴
い
閉
校
と

な
っ
て
い
る
町
内
４
校
（
田
尻
小
学

校
、
本
浦
小
学
校
、
旧
獅
子
島
小
学

校
、
幣
串
小
学
校
）
の
学
校
跡
地
利

活
用
に
関
す
る
公
募
を
、
２
月
に
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災
行
政
無
線
で

行
っ
た
と
こ
ろ
、
田
尻
小
学
校
の
利

活
用
に
つ
い
て
、
自
動
車
部
品
や
通

信
機
器
部
品
を
製
造
し
て
い
る
株
式

会
社
東
郷
（
鹿
児
島
市
・
東
成
生
代

表
取
締
役
）
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。

　

審
査
を
重
ね
た
結
果
、
企
業
誘
致

に
よ
る
新
た
な
起
業
の
促
進
や
雇
用

の
場
が
確
保
さ
れ
る
な
ど
、
地
域
へ

の
経
済
波
及
効
果
が
大
き
く
、
地
域

の
活
性
化
に
資
す
る
利
活
用
が
図
ら

れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か

ら
、
旧
田
尻
小
学
校
の
土
地
の
売
却

お
よ
び
建
物
の
無
償
譲
渡
を
今
回
の

議
会
で
提
案
し
、
賛
成
多
数
に
よ
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
株
式
会
社
東
郷
と
の
立
地

協
定
締
結
後
、
操
業
が
始
ま
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

公
の
施
設
の
指
定
管
理
の
指
定

　

日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
、
長

島
町
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
施
設
、

長
島
町
川
床
ふ
れ
あ
い
広
場
施
設
の

３
施
設
に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
の

指
定
議
案
を
上
程
し
、
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

利
用
者
が
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い

た
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
入
館
料
を
無
料
に
す
る
な

ど
の
条
例
を
改
正
す
る
議
案
も
上

程
・
可
決
。
町
民
な
ど
が
利
用
し
や

す
い
環
境
が
整
え
ら
れ
、
今
後
の
利

用
者
数
の
増
加
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

↑売却・無償譲渡が決まった田尻小学校

↑入館料が無料となった日本マンダリンセンター ↑指定管理者が決定した川床ふれあい広場施設

閉
幕
後
の
花
フ
ェ
ス
タ
会
場

　

花
フ
ェ
ス
タ
閉
幕
後
の
５
月
下

旬
、
会
場
で
は
突
如
コ
ス
モ
ス
の

花
が
咲
き
だ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ス
モ
ス
の
種
は
、
今
年

ま
い
た
も
の
で
は
な
く
、
昨
年
秋

に
咲
い
た
コ
ス
モ
ス
の
こ
ぼ
れ
種

か
ら
芽
が
出
て
咲
い
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

こ
の
コ
ス
モ
ス
、
６
月
い
っ
ぱ

い
ま
で
は
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う

で
す
。

写真①フラワーアレンジメント教
室（５月３日開催）②木工教室（５
月５日開催）③⑤来場者を迎える
会場の花ばな④多くの花と、なが
しま造形美術展作品が来場者をも
てなす⑥昨年のフェスタ開催期間
中に発生した熊本地震。被災地の
復興を願いヒオウギ貝の絵馬に祈
りを込める⑦閉幕式で花のまちづ
くり宣言をする福山義弘代表取締
役

　

３
月
25
日
か
ら
開
幕
し
て
い
た
第

７
回
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
が
５

月
７
日
に
閉
幕
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
ぐ
る
っ
と
一
周
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
の
花
ば
な
が
来
場
者
を

迎
え
、サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
会
場
で
は
、

花
と
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
て
な

し
、
町
内
外
か
ら
14
万
７
千
人
（
主

催
者
発
表
）
が
、
春
の
長
島
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　

閉
会
式
は
、
晴
天
の
も
と
サ
ン

セ
ッ
ト
の
丘
会
場
で
行
わ
れ
、　

長

島
花
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
副
会
長

の
垂
門
和
志
さ
ん
が
「
た
く
さ
ん
の

来
場
者
に
長
島
は
き
れ
い
な
所
だ
と

お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
町
内
の
国
道

県
道
沿
い
の
花
壇
を
管
理
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
人
た
ち
に
感
謝
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
長
島
町
ふ
る
さ
と
景
観

条
例
に
基
づ
き
、
本
町
の
景
観
形
成

に
貢
献
さ
れ
た
３
人
の
個
人
と
２
つ

の
団
体
へ
平
成
28
年
度
景
観
賞
の
表

彰
が
行
わ
れ
（
Ｐ
14
に
関
連
記
事
）、

受
賞
者
を
代
表
し
て
有
限
会
社
福
山

建
設
の
福
山
義
弘
代
表
取
締
役
が

「
自
然
と
共
存
す
る
美
し
い
感
性
あ

ふ
れ
る
長
島
町
を
目
指
し
、
花
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進
し

ま
す
」
と
宣
言
し
ま
し
た
。

① ②

③ ④ ⑤

⑥ ⑦
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わが町の地方創生

町内の中高生を募集

新たなサービスで外国人観光客との文化交流を図る
　５月 13 日から 14 日と、20 日から 21 日の２
回にわたって、外国人観光客 10 人が長島町の暮
らしを体験するツアーに参加し、長島の自然と町
民とのふれあいを楽しみました。
　このツアーは、外国人観光客と地元の人が文化
交流できる場を提供することで、過疎の問題の解
決を図る新たなサービス「Tabimart」を活用して
実現されました。
　「Tabimart」は、2006 年にノーベル平和賞を
受賞したムハマド・ユヌス博士が審査を行う「ユ
ヌス＆ソーシャルビジネスデザインコンテスト」

（九州大学ユヌス＆椎木ソーシャルビジネス研究
センター主催）で、今年優勝した新しいビジネス
プランです。
　今回のツアーに参加したオーストラリア・中国・
インド・韓国・イギリス・ハンガリーなどさまざ

第４回「島ＴＥＣＨ」を開催
　5 月 3 日から 7 日の 5 日間にかけて 4 回目と
なる「島ＴＥＣＨ」が開催されました。
　「島ＴＥＣＨ」では高校生が長島町の事業者宅
にホームステイし、その事業者が抱えている課題
を高校生ならではのアイデアで解決し、それを形
にするまでをやり抜きます。
　今回は、まるしょう水産（白瀬・赤嵜昭吾代表）
の協力をもらい、参加した高校生らが、まるしょ
う水産の Web サイトを作成しました。
○今回、作成したまるしょう水産のＷｅｂサイト
　 http://nagashimaya-marushou.site/ ↑完成後、参加者らと記念撮影をする赤嵜さん（写真中央）

　長島大陸 N センターでは、株式会社教育と探
求社（東京都）と提携し、長島町内の中学生、高
校生を対象にした探求型キャリア教育プログラム

「SOCIAL CHANGE」を開催します。
　このプログラムでは、参加する中高生が自ら課
題を発見し、仲間と共に解決策を考えることを楽
しみながら体験。21 世紀に必要とされる「対話
による課題解決」を学ぶプログラムです。
　今年の夏休みは、長島大陸Ｎセンターで仲間と
一緒に過ごしてみませんか？皆さんの応募をお待
ちしています。

○開催日
　8 月 21 日（月）・ 22 日（火）の 2 日間
○開催場所
　長島大陸 N センター
○参加費　800 円（2 日目の昼食代）
○参加資格・定員
　長島町内の中学生、高校生・30 人
○申し込み方法
　http://ncenter-nagashima.com/socialchange/ 
○申込締切　７月 31 日（月）
◎問い合わせ先
　役場総務課地方創生　☎（86）1111［代表］

地域おこし協力隊
～新たに２人を採用～

　町では、５月から新たに２人を「地域おこし協
力隊」として採用しました。
　隊員は、地域や町と連携しながら、交流人口の
拡大や、地域資源の発掘・情報発信に取り組んで
いきます。

益
ますだ

田 啓
ひろみつ

光さん (36)
　はじめまして！ 5 月から地域おこし協力隊に着任した
益田啓光です。
　ギターの弾語りが趣味の熊本出身です。今年の 3 月ま
での半年間、事業承継や移住に関する仕事で長島を 11
回訪問し、76 泊している間にすっかり長島に魅せられて
しまい、4 月に会社を辞め、長島町地域おこし協力隊に
応募しました。
　「事業者の採用支援」、「空き家管理事業」の 2 つを基
礎としながら、元長島住民の U ターンや他地域からの移
住者に対して、仕事と家を提供できる体制を作るのが私
の役目です。坊主でメガネの見慣れない半ズボンを見か
けたら「お！髪切った？」と気軽に声をかけてください！
よろしくお願いします！

田
たのうえ

ノ上 尚
しょうご

吾さん (30)
　5 月から地域おこし協力隊に着任しました田ノ上尚吾
です。
　出身はいちき串木野市で、学生時代は長距離選手とし
て駅伝など走っていました。
　スポーツを通して長島町へ人を呼び込みたく、総合運
動公園計画もあるので施設を活用した陸上合宿の誘致を
していきたいと思います。
　私自身も、長島一周駅伝、県下一周駅伝など目指して
頑張っていきたいと思います。よろしくお願いします。

辻調理師専門学校が特別講演
　5 月 6 日、長島町と「食による地方創生の包括
連携協定」を締結している辻調理師専門学校（大
阪府）の、尾

び ど う

藤 環
たまき

企画部長兼産学連携教育推進
室長が、今後の長島町との取組みや、世界の変化
し続ける美食の価値について特別公演を行いまし
た。
　世界の食事情を知る約 14 万人の卒業生ネット
ワークを持つ同校の、普段はなかなか聞くことが
ない話に、参加した町内外の学生、生産者、主婦、
事業経営者らは興味深く耳を傾け、さまざまな意
見交換が行われていました。

↑変化し続ける美食の価値について講演する尾堂氏

な国の人が長島の赤土ジャガイモの掘り取りや、
養殖場の見学・釣り体験などを楽しみ、交流会を
かねたバーベキューでは、地元の子どもたちも参
加し、英語での会話に挑んでいました。

↑さまざまな体験プログラムを楽しむ外国人観光客ら

～探求型キャリア教育プログラム「S
ソ ー シ ャ ル

OCIAL C
チ ェ ン ジ

HANGE」～
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長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
を
目
指
し
ま
す

　

認
知
症
の
人
の
徘
徊
は
、
家
族
だ

け
で
は
防
ぎ
き
れ
ま
せ
ん
。
歩
き
な

れ
た
道
や
散
歩
の
途
中
で
行
方
不
明

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

家
族
が
注
意
し
て
い
て
も
、
目
を
離

し
た
隙
に
出
て
行
っ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

徘
徊
を
家
族
が
完
璧
に
防
ぐ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
地
域
の
見
守
り
な

ど
で
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

迷
っ
て
い
る
認
知
症
の
人
を
見
分
け

る
い
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト

・
険
し
い
表
情
や
ボ
ー
ッ
と
し
た
表

情
を
し
て
い
る

・
き
ょ
ろ
き
ょ
ろ
し
な
が
ら
同
じ
と

こ
ろ
を
歩
い
て
い
る

・
季
節
外
れ
の
服
装
を
し
て
い
る

・
初
対
面
な
の
に
人
な
つ
こ
く
話
し

か
け
て
く
る

・
脇
目
も
ふ
ら
ず
一
目
散
に
歩
い
て

い
る

迷
っ
て
い
る
認
知
症
の
人
と
出
会
っ

た
ら

・
や
さ
し
く
声
を
か
け
る

　
「
ど
う
か
し
ま
し
た
か
？
」「
お
困

り
で
す
か
？
」
な
ど
、
安
心
で
き
る

言
葉
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
く
だ
さ

い
。
で
き
れ
ば
一
杯
の
お
茶
や
水
を

飲
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
名
前
や
住
所
を
た
ず
ね
る

　

自
分
で
答
え
ら
れ
な
く
て
も
、
連

絡
先
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
た
り
、
服

（
裏
地
等
）
や
靴
な
ど
に
連
絡
先
が

書
い
て
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
さ
り
げ
な
く
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

・
困
っ
た
と
き
は
警
察
へ

　

身
元
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
警

察
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
け
が
を
し
て
い
た
り
、
体
調
が
悪

そ
う
な
時
は
、
救
急
車
を
呼
ん
で
く

だ
さ
い
。

・
長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

へ
連
絡
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
86
）
１
１
５
３
［
直
通
］

議
会
中
継
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

　

長
島
町
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
多
く
の

人
に
発
信
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
パ
ソ
コ
ン
で

の
視
聴
に
加
え
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
か
ら
も
視
聴
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

議
会
で
は
何
を
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
、
傍

聴
に
は
な
か
な
か
行
き
づ
ら
い
と
い
う
人
で
も
、

お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

か
ら
、
一
度
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

　

過
去
の
中
継
も
録
画
配
信
に
よ
り
平
成
28
年
３

月
定
例
会
分
か
ら
視
聴
で
き
ま
す
。

※
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
通
信

料
は
、
ご
本
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

あ
ら
か
じ
め
、
通
信
条
件
や
利
用
料
な
ど
の
契

約
内
容
を
確
認
の
上
、
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
議
会
事
務
局

　

☎
（
86
）
１
１
４
５
［
直
通
］

↑ QR コードからアクセス可能です

　鹿児島県弁護士会では、当会所属の弁護士を派
遣して各地を巡回する形での無料法律相談会を実
施します。
　当会では、住民の皆さんの日常生活での悩み事
やトラブルに専門のアドバイスを提供する環境整
備を進めています。
　身近なことから何でも構いません。遠慮なくご
利用ください。開催日時・場所については、次の
とおりです。
※混雑を回避するため、予約制
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とさせていただ
きます。
○日　時
　６月 30 日（金）　13 時～ 16 時
○場　所
　長島町開発総合センター
　３階青少年研修室
◎申し込み・問い合わせ先
　役場総務課　☎（86）1111［代表］

　長島町教育委員会社会教育課では、学校を巡回
するバイオリン体験教室の開催に併せて、プロ奏
者によるミニコンサートを開催します。普段耳に
することのないバイオリンの美しい音色を、この
機会にぜひご観賞ください。
○日時
　６月 29 日（木）
　17 時 30 分～ 17 時 50 分
○場所
　長島町開発総合センター
　大ホール
◎問い合わせ先
　長島町教育委員会社会教育課
　☎（88）6500［直通］

バイオリンミニコンサート開催「巡回無料法律相談会」開催

「メタボ」…ご存じですか？
長島町はメタボ該当者率が 23.1％の県内ワースト 5位

改善のために・・・

特定健診を前に運動しませんか？
〇開催場所（開催日）
　・町開発総合センター
　　７月 12 日（水）、7 月 26 日（水）、
　　８月 23 日（水）
　・町多目的ホール（洗心館）
　　８月９日（水）
〇開催時間　13 時～ 15 時
〇参加料　無料
※申し込みは不要です。動きやすい服装、
　運動ができる靴でお越しください。
※タオルや水分は各自ご準備ください。

「メタボ」って知っていますか？
　メタボとは、メタボリックシンド
ローム（内臓脂肪症候群）の略称と
して使われており、肥満、特に内臓
脂肪による肥満の人が、高血糖・高
血圧・脂質異常のうち２つ以上を併
せ持っている状態のことを言いま
す。
　１つひとつが重なることで、動脈
硬化を急速に進行させ、心臓病や脳
卒中など命に関わる病気を引き起こ
します。

内臓脂肪型肥満をチェック！
腹囲　男 85cm 以上、女性 90cm 以上
腹囲の測り方
　おへその高さで図ります。巻尺が水平に巻かれ
ているかを確認しましょう。両腕は自然に下げて、
普通に息をして吐ききったときに測ります。

あなたの測定値は…「　　　　」cm

BMI であなたの肥満度をチェック！
BMI ＝体重　　kg ÷身長　.　 m ÷身長　.　 m
あなたの BMI は…「　　　　」

（18.5 未満…やせ型、25.0 未満…正常域、25.0 以上…肥満）
※ BMI が 22 にあたる体重が最も病気にかかりに
くい「適正体重」となります。
適正体重＝ 22 ×身長　.　 m ×身長　.　 m
あなたの適正体重は…「　　　　」

◎問い合わせ先　役場保健衛生課　☎（86）1146［直通］
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。
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。
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０
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］

生
涯
学
習
学
級
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

・
ポ
テ
ト
ク
ラ
ブ
（
健
康
体
操
）

・
獅
子
島
幼
・
小
・
中
親
子
読
書
会
（
読
書
会
）

・
手
芸
教
室
（
手
芸
）

・
コ
ー
ル
う
ず
し
お
（
コ
ー
ラ
ス
）

・
ひ
ま
わ
り
会
民
謡
教
室
（
民
謡
）

・
長
島
史
談
会
（
郷
土
史
）

・
長
島
詩
吟
の
会
（
詩
吟
）

・
母
良
木
は
つ
ら
つ
ク
ラ
ブ
（
奉
仕
活
動
）

・
ち
ぎ
り
絵
教
室
（
ち
ぎ
り
絵
）

・
汐
見
樽
太
鼓
（
太
鼓
）

・
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス
た
か
の
す
（
健
康
体
操
）

・
脇
崎
陶
芸
倶
楽
部
（
陶
芸
）

・
明
神
俳
句
会
（
俳
句
）

・
太
極
拳
長
島
教
室
（
健
康
体
操
）

・
酔
い
ど
れ
芸
能
一
座
（
芸
能
）

・
長
島
町
囲
碁
同
好
会
（
囲
碁
）

・
長
島
ひ
ょ
っ
と
こ
会
（
踊
り
）

・
川
床
小
学
校
合
唱
団
（
合
唱
）

・
七
郎
太
鼓
（
太
鼓
）

・
フ
ル
ー
ル
倶
楽
部
（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
）

・
リ
ル
リ
ル
ク
ラ
ブ
（
健
康
運
動
）

・
ト
ゥ
イ
ン
ク
ル
（
色
彩
ア
レ
ン
ジ
）
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１
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～
２
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日

７
日

９
日

10
日
～
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日
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日

20
日

22
日

23
日

26
日

29
日

30
日

31
日

京
都
府
町
村
会
訪
問　
　
　
　
　
（
京
都
府
）

西
支
部
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ジ
ャ
ガ

イ
モ
作
戦
」  　
　
　
　
（
指
江
庁
舎
駐
車
場
）

花
フ
ェ
ス
タ
閉
幕
式　
（
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
）

鹿
児
島
空
港
国
際
化
促
進
協
議
会
監
査
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
離
島
振
興
協
議
会
臨
時
総
会（
鹿
児
島
市
）

全
国
自
治
協
会
海
外
地
方
行
政
調
査

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

道
路
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
通
常
総
会
・
要

望
活
動　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
）

鷹
巣
地
区
む
ら
づ
く
り
委
員
会
総
会（
鷹
巣
）

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
建
設
促
進
協
議
会

総
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

県
森
林
整
備
公
社
監
査　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

子
宝
お
祝
い
金
支
給　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
総
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

県
水
道
協
会
理
事
会
・
通
常
総
会
・
水
道
整

備
促
進
大
会　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

第
2
回
長
島
町
議
会
臨
時
会　
　
　
（
役
場
）

マ
ル
イ
農
協
通
常
総
会　
　
　
　
（
出
水
市
）

出
水
駅
蔵
之
元
港
間
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
促

進
協
議
会
監
査　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

県
漁
業
信
用
基
金
協
会
監
査　
（
鹿
児
島
市
）

県
漁
港
漁
場
協
会
通
常
総
会
・
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

６
月
補
正
町
長
査
定　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

水
産
庁
・
県
・
現
地
調
査　
　
　
　
（
町
内
）

北
薩
地
域
水
防
災
意
識
社
会
再
構
築
協
議

会
、
北
薩
摩
振
興
推
進
協
議
会
総
会
、
北
薩

地
域
行
政
懇
話
会
・
情
報
交
換
会

（
薩
摩
川
内
市
）

５月

　売れる作品を生み出すために、
どんなことをやればよいかわから
ない人へ、写真やイラスト付きで
わかりやすく解説しています。

　主人公と同じ気持ちになって
歴史を体験できます。
　さあ、キミも歴史の旅へ！

チ
ー
ム
・
ガ
リ
レ
オ　

著

「
弥
生
時
代
の
サ
バ
イ
バ
ル
」

枻
出
版
社

「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
作
家
に

　
　
　
　
　
　

な
る
本
」

病わ
く
ら
ば葉

の
は
ら
り
と
父
の
忌
に
集
ふ　
　
　
　

淵
脇　
　

護

野の
び
る蒜

和
え
母
の
つ
ま
し
く
た
く
ま
し
く　
　

二
階
堂
妙
子

桜
蘂し

べ

父
の
轍

わ
だ
ち
を
重
ね
今　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

哲
夫

シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と
野
蒜
か
む
夫つ

ま

走
る
夫　
　

大
堂　

早
苗

病
葉
の
音
な
く
風
を
ま
と
い
散
る　
　
　
　

山
嵜
加
代
子

花
冷
や
ハ
イ
ヤ
港
の
総
踊
り　
　
　
　
　
　

関　

佳
代
美

百
五
歳
伯
母
の
笑
顔
の
花
吹
雪　
　
　
　
　

坂
口　

静
子

病
葉
や
介
護
車
の
長
居
か
な　
　
　
　
　
　

大
堂　

光
幸

陽
光
や
弾
む
笑
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が
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二
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堂
恵
子

な
り
は
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の
収
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は
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母
の
日
や
妣は

は

の
手
垢
の
鯨
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筑
前　
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市

ひ
も
す
が
ら
降
り
み
ふ
ら
ず
み
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の
雨　
　

迫
口　

君
代

川
床
の
げ
ん
げ
田
に
浮
く
中
学
校　
　
　
　

脇
田　

武
志

故
郷
の
香
り
ほ
の
か
な
蓬
パ
ン　
　
　
　
　

大
堂　

正
弘

［
短
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］

ト
ッ
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リ
と
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昏
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だ
け
が
回
り
て
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り
ぬ
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の
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宗
方　

清
明

夜
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ほ
し
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中
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子
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崎
釣
り
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遠
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が
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場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　
　

貢
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え
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の
間
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に
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小
林　

如
月

ヒ
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に
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あ
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て
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ど
れ
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ラ
マ

の
昭
和
の
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

母
木　

良
平

ニ
ッ
コ
リ
と
頭
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下
る
人
な
ら
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値
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も
の
人
に
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る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

た
ま
さ
か
に
声
あ
ぐ
如
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青
き
幹
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が
り
つ
つ
落
つ
孟
宗

の
皮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

米
尾　

和
子

折
り
紙
に
て
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
作
り
「
母
の
日
」
に

嫁
に
感
謝
し
贈
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
之
下
典
子

夕
近
く
姪
は
煮
魚
持
ち
く
れ
て
雨
音
聞
き
つ
つ
久
び
さ
旨
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
タ
マ
エ

沈
む
日
の
茜
の
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は
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ら
か
く
海
面
に
映
え
て
長
く
留

ま
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

濱
田
美
代
子

大
雄
院
忠
順
俊
英
居
士
は
兄
の
戒
名
少
年
の
面
輪
の
ま
ま

に
つ
い
に
戻
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浜
畑　

松
枝

春
あ
ら
し
過
ぎ
た
る
空
の
か
が
よ
ひ
て
薔
薇
園
の
花
香
り

た
だ
よ
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
元　

睦
子

初
飛
び
の
子
燕
な
ら
む
五
、六
羽
の
点
の
如
き
が
低
く
横

切
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

ち
江

出
る
船
の
音
爽
や
か
な
春
日
和
養
殖
石
蓴
に
青
む
里
の
浜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
下　

房
代

ス
キ
ッ
プ
し
て
ひ
と
り
下
校
せ
し
女
の
子
赤
帽
白
シ
ャ
ツ

舗
道
に
躍
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

樫
平　

頼
子

第
９
回
エ
コ
リ
ア
北
薩

リ
サ
イ
ク
ル
祭
り

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩

で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
施
設
の
仕
組
み
な

ど
を
展
示
し
、
実
際
の
運
転
状
況
が
見
学

で
き
る
見
学
者
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し
て
い

ま
す
。

　

８
月
６
日
に
は
、
粗
大
ご
み
か
ら
修
理

再
生
さ
れ
た
自
転
車
や
家
具
な
ど
が
当
た

る
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
た
書

籍
・
衣
類
な
ど
を
、
数
量
限
定
で
無
料

頒は
ん
ぷ布
し
ま
す
。

　

参
加
料
は
無
料
で
す
。
是
非
、
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

○
展
示
期
間

　

７
月
12
日
（
水
）
～
８
月
２
日
（
水
）

　
（
土
、
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分
）

○
抽
選
会
日
時

　

８
月
６
日
（
日
）

　
　

午
前
９
時
～
無
料
頒
布
開
始

　
　

午
前
10
時
～
抽
選
会

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

　

 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア
北
薩

　

☎
（
84
）
４
１
１
１

更生保護女性会
女性の立場から、地域における犯罪予
防の活動や子どもたちの健全育成のた
めの子育て支援活動などを行うボラン
ティア団体です。

保護司
犯罪や非行をして「保護観察」を受け
ることになった人の生活を見守り、さ
まざまな相談に乗ったり、指導をして
います。犯罪を予防するための地域活
動などにも取り組んでいます。

更生保護施設
刑務所などを出た後、帰る場所がな
い人たちに宿泊場所や食事を提供
し、自立に向けた生活指導を行う民
間の施設です。

協力雇用主
犯罪・非行歴のため仕事に就くこと
が難しい人たちを、その事情を理解
した上で雇用し、立ち直りを支援す
る事業者です。

ＢＢＳ会
さまざまな問題を抱える少年と、兄
や姉のような身近な立場で接するこ
とで、少年の成長を助ける青年ボラ
ンティア団体です。

ご存じですか？立ち直りを支える地域のチカラ。
犯罪や非行からの立ち直りには、本人の努力はも
ちろんですが、地域の中に「居場所」があること
が大きな後押しになります。
あなたの地域でも、国と、ボランティアなどさま
ざまな立場の人たちが、チカラを合せて立ち直り
を支えています。

あなたも、できることから始めませんか？
立ち直ろうとする人を受け入れ、支える方法はさ
まざまです。犯罪や非行から立ち直ろうとする人
に、あなたなら何ができるかを考え、できること
から一緒に始めてみませんか？

もどらない。
もどさない。
立ち直りを決意したひとを、
決してあやまちに戻さない。

社会を明るくする運動
第67回

「社会を明るくする運動」は、すべての国民が犯罪と非行の
防止と立ち直りについて考え、それぞれの立場で力を合わせ
て犯罪や非行のない地域社会を築こうという国民運動です。
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児
童
手
当
現
況
届
は
お
早
め
に

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
６
月
中
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
届
け
は
、
受
給
者

に
義
務
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
６

月
１
日
現
在
に
お
け
る
状
況
を
記

載
し
、
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

給
す
る
要
件
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
提

出
が
な
い
場
合
、
受
給
資
格
が

あ
っ
て
も
６
月
分
以
降
の
手
当

（
平
成
29
年
10
月
支
給
分
か
ら
）

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
期
日
内
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

○
受
付
期
間

　

６
月
５
日
（
月
）
～
30
日
（
金
）

○
提
出
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

役
場
総
合
管
理
課
（
指
江
庁
舎
）

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
現
況
届

　

②
児
童
手
当
に
係
る
学
校
給
食

　

費
な
ど
の
徴
収
に
関
す
る
申
出
書

　

③
印
鑑

　

④
受
給
者
の
健
康
保
険
証
ま
た

　

は
年
金
加
入
証
明
書

（
国
民
年
金
以
外
の
人
）

※
必
要
に
応
じ
て
提
出
す
る
も
の

○
平
成
29
年
１
月
１
日
時
点
で
町

内
に
住
所
が
な
か
っ
た
人

　

平
成
29
年
度
児
童
手
当
用
所
得

　

証
明
書
（
平
成
29
年
１
月
１
日

　

時
点
で
住
所
の
あ
っ
た
市
区
町

　

村
で
発
行
さ
れ
ま
す
）

○
児
童
と
別
居
さ
れ
て
い
る
人

　
（
住
民
票
が
別
住
所
と
な
っ
て
い
る
人
）

　

別
居
し
て
い
る
児
童
の
住
民
票

　

謄
本
、
別
居
監
護
申
立
書
、
別

　

居
し
て
い
る
児
童
の
マ
イ
ナ
ン

　

バ
ー
が
確
認
で
き
る
書
類
（
マ

　

イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
）
な
ど

○
振
込
口
座
を
変
更
し
た
い
人

　

受
給
者
名
義
の
預
金
通
帳

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
町
民
福
祉
課

　

☎
（
86
）
１
１
５
７
［
直
通
］

あ
な
た
の
住
ま
い
は
安
全
で

す
か
？

～
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅

移
転
事
業
～

　

が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転

事
業
と
は
、
が
け
地
の
崩
壊
な
ど

に
よ
り
、
住
民
の
生
命
に
危
険
を

及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
土
地
に

建
っ
て
い
る
住
宅
を
、
安
全
な
場

所
に
移
転
す
る
た
め
、
国
と
県
お

警
察
官
Ｂ
採
用
試
験
受
験
者

を
募
集

　

鹿
児
島
県
警
察
で
は
、
警
察
官

Ｂ
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）
採
用

試
験
の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

受
験
資
格
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

鹿
児
島
県
警
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
に
な
る
か
、
次
の
と
こ
ろ
へ

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
受
付
期
間

　

８
月
２
日
（
水
）
～
18
日
（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
警
察
本
部
採
用
係

　

☎
０
９
９
（
２
０
６
）
０
１
１
０

　

阿
久
根
警
察
署

　

☎
（
73
）
０
１
１
０

自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
で
は
、
次
の
と
お
り
自

衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

〇
一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

・
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

・
受
付
期
間

　

７
月
１
日（
土
）～
９
月
８
日（
金
）

〇
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
）

・
受
験
資
格

　

海
上

　

高
卒
（
見
込
含
）
23
歳
未
満
の
人

　

航
空

　

高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
人

・
受
付
期
間

　

７
月
１
日（
土
）～
９
月
８
日（
金
）

〇
自
衛
官
候
補
生

・
受
験
資
格

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

・
受
付
期
間

　

年
間
を
通
じ
て
行
っ
て
い
ま
す

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

　

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

　

薩
摩
川
内
出
張
所

　

☎
０
９
９
６
（
22
）
２
４
０
１

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
体
験
入
校
生
募
集

※
平
成
29
年
度
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　

中
・
高
校
生
、
一
般
を
対
象
に

木
工
・
建
築
大
工
の
体
験
入
校
生

を
募
集
し
ま
す
。

○
開
催
日　

８
月
１
日
（
火
）

○
申
込
期
限　

７
月
26
日
（
水
）

○
対
象
者

　

中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
（
お

お
む
ね
30
歳
ま
で
の
人
）

○
募
集
人
員　

先
着
30
人

○
参
加
費　

無
料

・
中
・
高
校
生
は
学
校
を
通
じ
て
、

事
前
に
当
校
に
確
認
の
う
え
、
Ｆ

よ
び
町
が
移
転
者
に
危
険
住
宅
の

除
去
な
ど
に
要
す
る
費
用
と
、
新

た
に
建
設
ま
た
は
購
入
す
る
住
宅

に
要
す
る
経
費
（
金
融
機
関
か
ら

融
資
を
受
け
た
借
入
金
の
利
子
相

当
額
）
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

す
る
制
度
で
す
。

○
補
助
の
内
容

　

①
危
険
住
宅
の
撤
去
お
よ
び
移
転

　
　
（
上
限
80 
万
２
千
円
）

　

②
危
険
住
宅
に
代
わ
る
住
宅
の

　

建
設
な
ど
は
、
金
融
機
関
か
ら

　

融
資
を
受
け
た
場
合
の
借
入
金

　

の
利
子
相
当
額
（
上
限
７
２
２ 

　

万
７
千
円
）

○
対
象

　

①
災
害
危
険
区
域

　

②
県
の
建
築
基
準
法
施
行
条
例

　

に
基
づ
く
が
け
の
区
域

　

③
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

○
そ
の
他

　

①
危
険
住
宅
居
住
者
の
親
族
が

　

居
住
者
の
た
め
に
住
宅
を
建
設

　

ま
た
は
購
入
す
る
場
合
も
対
象

　

と
な
り
ま
す
。

　

②
危
険
住
宅
を
撤
去
し
、
公
営

　

住
宅
に
入
居
し
た
り
親
族
の
住

　

宅
に
同
居
す
る
場
合
も
、
事
業

　

の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、
空
き

　

家
の
撤
去
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課
建
設
係

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

県
建
築
課
監
察
指
導
係

　

☎ 

０
９
９
（
２
８
６
）
２
１
１
１

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

　

消
防
法
施
行
令
第
３
条
に
規
定

す
る
甲
種
防
火
対
象
物
の
防
火
管

理
に
関
す
る
講
習
の
う
ち
、
甲
種

防
火
管
理
新
規
講
習
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

○
講
習
日
時

　

７
月
27
日
（
木
）
～
28
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
場
所

　

阿
久
根
市
民
会
館
第
１
会
議
室

○
募
集
人
員　

30
人

○
受
講
申
込
受
付
期
間

　

６
月
12
日（
月
）～
７
月
３
日（
月
）

　

※
郵
送
に
つ
い
て
は
、
７
月
３
日

　
　

消
印
有
効

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９
［
直
通
］

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
長
島
分
遣
所

　

☎
（
88
）
５
３
３
３
［
直
通
］

Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

・
申
込
書
は
県
内
の
各
中
学
・
高

等
学
校
、職
業
安
定
所
、当
校
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
６
（
53
）
０
２
０
７

自
動
車
の
不
正
改
造
は
犯
罪

で
す

　

自
動
車
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な

い
移
動
手
段
と
な
っ
て
い
る
の
み

な
ら
ず
、
娯
楽
の
道
具
と
し
て
も

認
識
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

部
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
①
灯
火
の
色

が
不
適
切
な
灯
火
器
お
よ
び
回
転

灯
な
ど
の
取
り
付
け
②
運
転
者

席
・
助
手
席
の
窓
ガ
ラ
ス
へ
の
着

色
フ
ィ
ル
ム
の
貼
り
付
け
③
タ
イ

ヤ
、
ホ
イ
ー
ル
の
車
体
（
フ
ェ
ン

ダ
ー
）
外
へ
の
は
み
出
し
④
基
準

外
ウ
ィ
ン
グ
（
エ
ア
・
ス
ポ
イ

ラ
）
の
取
り
付
け
⑤
マ
フ
ラ
ー
の

切
断
・
取
り
外
し
ま
た
は
基
準
不

適
合
マ
フ
ラ
ー
の
装
着
な
ど
の
不

正
改
造
を
施
さ
れ
た
車
両
が
存
在

し
、
国
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を

脅
か
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
不
正
改
造
に
つ
い
て

は
、
改
造
を
実
施
す
る
こ
と
、
改

造
さ
れ
た
自
動
車
を
走
行
さ
せ
る

こ
と
の
両
方
が
法
律
に
よ
り
禁
じ

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
違
反
す
る

と
整
備
命
令
の
交
付
を
受
け
た

り
、
罰
金
な
ど
の
対
象
と
な
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
こ
れ
ら
の

不
正
改
造
を
排
除
し
、
車
両
の
安

全
確
保
お
よ
び
環
境
保
全
を
図
る

た
め
６
月
を
「
不
正
改
造
車
を
排

除
す
る
運
動
」
強
化
月
間
と
し

て
、
関
係
省
庁
、
自
動
車
関
係
団

体
な
ど
と
協
力
し
て
重
点
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
機
会
に
不
正

改
造
の
防
止
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
排
除
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

不
正
改
造
車
を
見
か
け
た
ら
、

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
「
不
正
改
造
車
・
黒
煙
１
１
０
番
」

　
（
国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局
鹿

児
島
運
輸
支
局
整
備
部
門
）

　

☎
０
９
９
（
２
６
１
）
９
１
９
４
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↑おいしそうに給食を食べる児童ら ↑運転者に蒸かしジャガイモを配る会員ら

長島の特産品を小中学生へ

内５社がジャガイモを寄贈町
　長島の赤土ジャガイモを取り扱う町内５社（国
崎青果、小屋青果、井手青果、エグチベジフル、
JA 鹿児島いずみ）が、地元の子どもたちに町の特
産品を味わってもらおうと、各社 100 ㌔ずつのジャ
ガイモを町給食センターへ寄贈しました。
　５月 26 日は、そのジャガイモをふんだんに使っ
た「ポークビーンズ」が各小中学校へ届けられま
した。増田恭太さん（平尾小・４年）は「ポークビー
ンズがとてもおいしかった。自分の家でもジャガ
イモを作っているから、これからもおいしいジャ
ガイモが収穫できるように手伝いたい」と笑顔で
話しました。

交通安全ジャガイモ作戦

通安全はみんなの願い交
　阿久根地区交通安全協会長島西支部（小林信正
支部長）では、交通事故の未然防止を図ろうと、
恒例の交通安全キャンペーン「ジャガイモ作戦」
を５月３日、役場指江庁舎駐車場で行いました。
　この日は、同支部会員や長島ライオンズクラブ、
校区婦人部らが参加し、午前９時半からの開会式
を終えた後、早速キャンペーンを開始しました。
　ゴールデンウィーク期間中で、通行車両が増え
る中、阿久根警察署の誘導のもと、参加者らは「安
全運転でお願いします」「交通事故に気を付けて」
などと、ドライバーへ蒸かしジャガイモを手渡し、
交通事故防止を訴えました。

↑安全運転を呼びかけながらアオサを配布

春の全国交通安全運動期間

オサ作戦で交通安全を呼びかけア
　阿久根地区交通安全協会長島東支部（石橋親信
支部長）では、平成 29 年春の全国交通安全運動
期間に交通安全思想の普及・浸透を図ろうと４月
12 日、赤崎橋パーキングパークで、交通安全「ア
オサ作戦」を実施しました。
　この作戦には、同支部役員のほか東町漁協、鹿
児島相互信用金庫の職員らも参加し、本町の特産
品の一つの乾燥アオサとチラシを配りながら、通
行するドライバーらに安全運転を呼びかけまし
た。↑多くのホタルが飛び交う小浜川

↑児童ら一人ひとり餌やり体験も

↑平和を願う 1500 人の思いが書き込まれた作品の前に
　立つ阿羅さん（2015 年 8 月ニューヨークで制作）

こんしん行脚展を道の駅長島で開催

界平和の思いを込めて世
　５月 27 日から６月 11 日の 16 日間、道の駅長
島の２階で、阿羅こんしん（本名・大友慶次さん、
東京都）さんの個展「こんしん行脚展～あのね！
母さん、、、～」が開かれました。
　おととし、阿羅さんは長島に初めて訪れ、その
ときに友人からもらったお土産のジャガイモと、
道の駅から眺める景色に感動。同施設２階での個
展を希望し、２年越しの実現となりました。
　並べられた阿羅さんの作品は約 40 点。その作
品のほとんどが「人間誰もが、母から生まれ、憎
しみを知らない無垢な状態だった。その時の思い
に戻り、テロや紛争のない平和な世界を築こう」
という阿羅さんの平和への強い思いが込められた
作品となっていました。

平尾小学校３年生が総合的な学習

島の魚について学ぶ長
　５月 31 日、平尾小学校（辻孝義校長・76 人）
の３年生 13 人は、総合的な学習「長島のブリは
日本一」をテーマに町内の漁業関連施設を見学し
ました。
　児童らは、東町漁業協同組合のブリの加工施設
を見学したあと、長島町水産種苗センターを訪
問。同施設で親魚として飼育しているヒラメに餌
をやったり、アラカブの稚魚を観察したり、長島
の魚について勉強していました。山下煌

こ う が

月さんは
「魚の知らないことを今日知ることができてうれ

しかった」と満足げに話してくれました。

小浜川にホタル飛び交う

想的に光舞う幻
　５月下旬、川内集落を流れる小浜川流域では、
多くのホタルの群れが飛び交っていました。
　午後８時を過ぎた頃から、ホタルは光を放ち出
し、徐々に強くなるその光は、まるでイルミネー
ションのように辺りを照らしていました。
　毎年、ホタルの乱舞を見ることができる絶好の
ポイントとして知られている同集落の小道には、
この日も見物客が訪れており、ホタルが風に揺ら
れて舞うたびに感嘆の声が聞こえていました。
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10,690(-12)

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,174( - 3 )
5,516( - 9 )

  4,475(+6)

平
成
28
年
度
景
観
賞
受
賞

　

町
で
は
、
沿
道
花
壇
の
管
理
や
景
観

形
成
を
図
る
た
め
の
活
動
を
行
い
特
に

優
秀
と
認
め
ら
れ
る
個
人
・
団
体
の
表

彰
を
平
成
19
年
の
景
観
条
例
施
行
か
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
第
７
回
夢
追
い
長
島
花

フ
ェ
ス
タ
の
閉
会
式
に
お
い
て
次
の
個

人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

景
観
賞
受
賞
者

（　

）
は
花
壇
所
在
地

　

・
濵
﨑
ス
エ
子　
（
茅　

屋
）

　

・
木
場　

忠
盛　
（
火
ノ
浦
）

　

・
小
﨑　
　

忍　
（
上　

揚
）

　

・
㈲
中
村
鉄
工　
（
塩　

追
）

　

・
㈲
福
山
建
設　
（
矢　

堂
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
景
観
推
進
課

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

↑小﨑忍氏花壇

▽
先
日
、
県
内
市
町
村
の
広
報
担

当
者
が
集
ま
る
、
広
報
担
当
者
研

修
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

研
修
会
は
「
企
画
の
立
て
か

た
」
と
「
写
真
技
術
」
に
つ
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

写
真
技
術
に
つ
い
て
は
、
プ
ロ

カ
メ
ラ
マ
ン
が
講
師
と
な
り
、
カ

メ
ラ
の
基
礎
か
ら
教
え
て
く
れ
る

な
ど
充
実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

研
修
を
終
え
、
新
た
な
気
持
ち

で
写
真
撮
影
に
取
り
組
も
う
と
、

川
内
集
落
の
ホ
タ
ル
撮
影
に
挑
ん

で
き
ま
し
た
…
が
、
見
事
に
撃
沈

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

研
修
を
受
け
た
だ
け
で
簡
単
に

腕
が
上
が
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ

ん
。
日
頃
か
ら
さ
ら
に
意
識
し
て

写
真
撮
影
に
取
り
組
む
た
め
の
、

良
い
戒
め
と
な
り
ま
し
た
。
13

ペ
ー
ジ
の
素
晴
ら
し
い
ホ
タ
ル
の

写
真
は
、
友
人
提
供
に
よ
る
も
の

で
す
。　
　
　
　
　
（
濵
田
将
尚
）

平成 29年５月 31 日現在
(　) 内は前月比

↑木場忠盛氏花壇 ↑濵﨑スエ子氏花壇

　

本
町
の
福
祉
の
さ
ら
な
る
発
展

を
願
い
、
次
の
か
た
か
ら
寄
附
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

故　

北
島　

重
富
さ
ん

　
（
旧
姓
宮
内
・
城
川
内
出
身
）

　

北
島
さ
ん
は
、
出
身
で
あ
る
長

島
の
福
祉
の
た
め
に
と
い
う
御
意

思
を
生
前
か
ら
伝
え
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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〇
開
催
日
時
・
場
所

　

・
７
月
12
日
（
水
）

　
　

獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー

　
　

18
時
30
分
開
演

　

・
７
月
13
日
（
木
）

　
　

長
島
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

18
時
30
分
開
演

　

・
７
月
14
日
（
金
）

　
　

長
島
町
文
化
ホ
ー
ル

　
　

10
時
30
分
開
演

〇
上
演
時
間

　

各
会
場
と
も
45
分

〇
入
場
料

　

５
０
０
円
（
当
日
７
０
０
円
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
６
５
０
０
［
直
通
］

第
21
回
長
島
町
子
ど
も
芸
術
劇
場

「
ミ
レ
ド
ー
さ
ん
ち
の
こ
び
と
た
ち
」



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０１７７
７ ８２ ５ ６

１４ １５９ １２ １３

２１ ２２１６ １７ １８ １９ ２０

２３

１１

４

１6/25

２５ ２６ ２７ ２８ ２９

6/26 6/27 6/28 6/29 6/30

３

１０

２４

３０ ３１ 8/1 8/58/48/38/2

○鷹巣診療所 86-0054
○出水病院 62-0419
○しもぞのクリニック 63-8300
○北国医院 72-0016
○久木田歯科医院 73-0470
□長島調剤薬局 64-5555
□ D・ML 五万石薬局 63-8800
□上野薬局 72-1016
◇出水総合医療センター 67-1611

□長島町消防操法大会
（蔵之元漁港）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎母子相談（１歳児）
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○出水眼科 62-8350
○こどもクリニック永松 64-1500
○阿久根眼科 72-0040
○上野歯科医院 63-2306
□クレモア薬局 63-5401
□かしま薬局 63-3970
□高松薬局 73-4002
◇こどもクリニック永松 64-1500

 

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック 88-6405
○キッズクリニック 63-7707
○境田医院 67-2600
○林胃腸科外科 73-3639
○ちゃえん歯科 67-2325
□しおかぜ薬局 88-6011
□さくら薬局 63-7700
□エンジェル薬局 65-7637
□阿久根薬局 72-1017
◇キッズクリニック 63-7707

海の日

○飯尾医院 88-5040
○よしだ泌尿器科クリニック 63-7800
○福永内科循環器科 62-8200
○植村整形外科 72-1041
○脇本病院 75-2121
○はしぐち歯科クリニック 62-8241

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油（獅子島）

○飯尾医院 88-5040
○二宮医院 62-0167
○よう皮ふ科医院 63-1112
○有村産婦人科・内科 73-4180
○楠元内科医院（歯科）79-3351
□あすか薬局 63-7322
□さかえまち薬局 72-0978
◇二宮医院 62-0167

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

◎幼児歯科検診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油

（平尾・蔵之元・川内）
（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

□夏祭り納涼大会
（あづま海水浴場）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

●７月 19日は海の日です。
　海の日は「海の恩恵に感謝するとともに、海洋国日本の繁栄を願う」ことを趣旨
としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！

○鷹巣診療所 86-0054
□長島調剤薬局 64-5555
◇出水総合医療センター 67-1611

□ブリのつかみ取り大
会・あづまCUP2017ビー
チバレー大会

（あづま海水浴場）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）


